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定例会の日程

平成31年
3月定例会

春号

代 表 質 問

情報BOX

今定例会で決まった主な内容 　
平
成
31
年
第
１
回
高
松
市
議
会
定
例
会
は
、３
月
４
日
か

ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
112
議

案
を
可
決
し
た
ほ
か
、平
成
30
年
９
月
定
例
会
よ
り
継
続
審

査
と
し
て
い
た
工
事
請
負
契
約
の
議
案
と
、今
期
提
出
さ
れ

た
議
員
提
出
議
案
３
件
を
そ
れ
ぞ
れ
否
決
と
し
ま
し
た
。ま

た
、陳
情
３
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
、人
事
案
件
６
件
に
同

意
し
ま
し
た
。

３月４日
　　
７日

　　８日
11・12日
　　13日
14・15・18・19日

22日

　　25日

開会、提案説明、特別委員会の
経過報告
代表質問
代表質問
質疑
質疑、議会運営・特別委員会審査
常任委員会審査
委員長報告・討論・採決、追加議
案提案説明・質疑、委員会審査
追加議案委員長報告・討論・採決、
閉会

　本年３月10日、人と動物との調和のとれた共生社
会を実現するため、県と本市が共同で設置・運営する、
さぬき動物愛護センターが開所しました。
　譲渡を待つ犬60匹と猫30匹を保管する譲渡動物
室や、動物の正しい飼い方を学習できるスペース等
が設けられています。

さぬき動物愛護センター（愛称：しっぽの森）

（写真　上：外観　左下：ドッグラン　右下：情報コーナー）
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【
市
長
提
出
議
案
】

●
平
成
31
年
度
当
初
予
算

▽
一
般
会
計
　
１
５
３
９
億
円

▽
特
別
会
計
　
１
０
７
３
億
９
４
１
万
９
０
０
０
円

▽
企
業
会
計
　
３
１
０
億
７
７
８
１
万
６
０
０
０
円

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算

▽
一
般
会
計
　
１
９
億
６
０
３
６
万
８
０
０
０
円
の
増
額

▽
特
別
会
計
　
６
億
４
４
１
５
万
９
０
０
０
円
の
増
額

▽
企
業
会
計
　
１
０
億
６
８
０
０
万
円
の
減
額

●
条
例

▽
市
民
政
策
局
が
所
管
す
る
交
通
政
策
に
関
す
る
事
務
を
都
市

整
備
局
に
移
管
す
る
た
め
の
条
例
改
正

▽
手
話
に
対
す
る
理
解
の
増
進
及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普
及
促
進
に
よ
り
、

障
壁
の
な
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
の
条

例
制
定

▽
高
松
市
総
合
福
祉
会
館
の
閉
館
に
伴
う
条
例
廃
止

▽
消
費
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
使
用
料
等
を
改
正
す
る
た

め
の
条
例
改
正
　
61
件

●
そ
の
他

▽
高
松
市
と
２
市
５
町
と
の
間
に
お
い
て
締
結
し
た
瀬
戸
・
高

松
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
一
部

変
更

1



質
問
者

質
問
の
主
な
内
容

自
民
党
議
員
会白石

義
人

同
志
会

大
橋
光
政

公
明
党

竹
内
俊
彦

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
21

吉
峰
幸
夫

政
治
姿
勢
、
行
財
政
、

ま
ち
づ
く
り
、
防
災
、

農
業
、
観
光
振
興
、

文
化
芸
術
、
福
祉
、

病
院
、
ネ
ッ
ト
依
存

政
治
姿
勢
、
財
政
、

ま
ち
づ
く
り
、
防
災
、

観
光
振
興
、
文
化
芸

術
、
福
祉
、
病
院
、

教
育

市
政
運
営
、
地
方
創

生
、
消
費
税
と
本
市

財
政
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
空
き
家
、

高
齢
者
の
就
労
支
援
、

男
木
小
中
学
校

政
治
姿
勢
、
財
政
、

勤
労
統
計
調
査
、
働

き
方
改
革
、
自
殺
、

引
き
こ
も
り
、
防
災
、

住
宅
、
教
職
員
、
下

水
道
、
椛
川
ダ
ム

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

୅
ද
質
໰

֤
ձ
೿
Λ
୅
ද
し
て
、
̐
人
の
議
員
が

質
໰
し
ま
し
た
。

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

　
　

４
選
を
目
指
す
に
当
た
り
、

去
る
３
月
１
日
に
、
引
き
続
き

「
老
若
男
女
の
笑
顔
が
輝
く
元

気
な
高
松
の
創
生
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、

本
市
が
平
成
か
ら
元
号
が
変
わ

る
新
し
い
時
代
に
お
い
て
も
輝

き
を
失
わ
ず
、
飛
躍
・
発
展
を

遂
げ
る
た
め
、
「
持
続
可
能
で

多
様
性
を
尊
重
す
る
共
生
都
市
」

を
目
指
し
、
「
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
」「
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
未
来
の
ま
ち
と
人
づ
く
り
」

「
安
全
と
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
信

頼
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
、
六
つ

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
63
施

策
・
事
業
を
取
り
ま
と
め
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
、
市
民
と
の
約

束
と
し
て
示
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
基
盤
と

し
て
、
そ
こ
に
掲
げ
た
施
策
を

中
心
に
、
必
要
な
取
り
組
み
を

着
実
に
推
進
し
、
「
瀬
戸
内
創

造
拠
点
都
市
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
コ
ア
）
・
高
松
の
さ
ら
な

る
進
化
」
に
向
け
、
尽
力
す
る
。

　
　

本
年
５
月
１
日
の
改
元
と

来
年
２
月
15
日
に
市
政
施
行
130

周
年
を
迎
え
る
こ
と
は
、
大
き

な
節
目
と
な
る
の
で
、
提
案
の

趣
旨
も
十
分
に
踏
ま
え
、
今
後
、

市
民
が
こ
ぞ
っ
て
盛
大
に
祝
え

る
よ
う
意
を
用
い
る
。

　
　

人
口
減
少
、
少
子
・
超
高

齢
化
社
会
の
到
来
や
、
行
政
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
地
域
課
題
の
解
決

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
、
総

合
セ
ン
タ
ー
等
を
中
心
と
し
た

体
制
の
あ
り
方
や
地
域
と
の
役

割
分
担
の
見
直
し
な
ど
、
地
域

と
の
協
働
を
進
め
て
い
く
上
で

の
適
切
な
方
策
を
検
討
す
る
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
働
き
方

改
革
３
カ
年
重
点
取
り
組
み
で

あ
る
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
に
全
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
現
場
に
即
し
た
業
務

政
治
姿
勢

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
１
９

持
続
可
能
で
多
様
性
を
尊
重
す

る
共
生
都
市
を
目
指
し
、
尽
力

す
る

　
　

本
市
の
将
来
を
左
右
す
る

重
要
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

４
期
目
の
新
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
実
現
に
向
け
た
市
長
の
決
意

は
。�

【
自
民
党

議
員
会
】

　

山
積
す
る
課
題
に
誠
心
誠
意

取
り
組
む
姿
勢
が
強
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

２
０
１
９
の
実
現
に
向
け
た
市

長
の
決
意
は
。�
【
同
志
会
】

　

地
方
の
都
市
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
中
、
市
長
選
を
前
に
発
表

し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
１
９

の
内
容
と
、
特
に
力
を
入
れ
る

施
策
は
。�

【
公
明
党
】

　

市
民
と
約
束
す
る
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
２
０
１
９
の
内
容
と
、
達

成
に
向
け
取
り
組
む
決
意
は
。

�

【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
】

問

答
市
制
施
行
130
周
年
を
市
民
が
こ

ぞ
っ
て
盛
大
に
祝
え
る
よ
う
意

を
用
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
地
域
課
題

解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

と
の
協
働
方
策
を
検
討
す
る

幹
部
職
員
の
強
い
リ
ー
ダ
ー 

シ
ッ
プ
に
よ
る
働
き
方
改
革
の

一
層
の
推
進
に
取
り
組
む

42
万
人
を
擁
す
る
近
隣
６
町
と

の
合
併
を
実
現
さ
せ
、
新
生
高

松
市
誕
生
に
大
い
に
貢
献
し
た

関
係
者
も
招
待
し
て
、
来
年
の

市
制
施
行
130
周
年
を
盛
大
に
祝

う
考
え
は
。�

【
同
志
会
】

　
　

将
来
に
向
け
て
、
本
市
の

な
お
一
層
の
飛
躍
発
展
を
願
う

機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

平
成
を
振
り
返
る
た
め
、
人
口

問

答

行
財
政

　
　

地
域
住
民
に
身
近
な
総
合

セ
ン
タ
ー
等
を
中
心
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
、
協

働
を
進
め
る
考
え
は
。

�

【
自
民
党

議
員
会
】

問答

　
　

働
き
方
改
革
と
し
て
、
本

市
職
員
の
恒
常
的
な
時
間
外
勤

務
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
是
正

に
必
要
な
業
務
改
善
に
対
す
る

考
え
は
。�

【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
】

問答

ઃ༧定の高松市౦෦ೆ૯߹ηϯλー（Ծশ）ݐ஍۠にాࢁ
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代表質問

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

改
善
研
修
に
新
た
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
働
き
方
改
革
が
よ
り

一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
機
会

を
捉
え
、
幹
部
職
員
に
そ
の
必

要
性
を
周
知
す
る
。

　
　

中
枢
中
核
都
市
に
は
、
近

隣
市
町
を
含
め
た
地
域
全
体
の

経
済
・
生
活
を
支
え
、
東
京
圏

へ
の
人
口
流
出
を
抑
止
す
る
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
国
の
動
向
に
留
意
し

な
が
ら
、
瀬
戸
・
高
松
広
域
連

携
中
枢
都
市
圏
に
お
け
る
人
口

減
少
問
題
の
克
服
と
と
も
に
、

真
の
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た

め
、
本
市
が
、
そ
の
牽
引
役
を

果
た
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
連
携

市
町
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と

相
互
協
力
の
も
と
、
「
輝
き
と

活
力
に
あ
ふ
れ　

島
、
街
、
里

が
織
り
な
す　

創
造
性
豊
か
な

交
流
圏
域
」
の
実
現
を
目
指
す
。

　
　

高
松
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
と
と
も
に
、
各
校
区

育
成
会
に
対
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
取
り
組
み
や
既

存
行
事
の
見
直
し
等
の
事
例
を

提
供
す
る
な
ど
、
子
ど
も
会
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
や
加
入

促
進
に
つ
い
て
働
き
か
け
た
。

　

今
後
も
、
同
協
議
会
と
の
連

携
を
よ
り
一
層
緊
密
に
し
、
そ

の
活
性
化
と
維
持
向
上
に
努
め

る
。

　
　

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

民
間
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
空
き
家
の

利
活
用
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
の
空
家

等
対
策
計
画
の
中
間
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
実
態
調
査
結
果
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
も
検
証

し
、
管
理
不
全
へ
の
対
応
、
利

活
用
、
未
然
防
止
の
総
合
的
な

視
点
に
立
っ
た
戦
略
的
な
計
画

と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　
　

今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
予
定

し
て
い
る
地
域
防
災
計
画
の
修

正
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
・
福

祉
・
学
校
・
病
院
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
や
各
種
施
設
の
ほ

か
、
企
業
等
に
お
け
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

　

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

庁
内
に
お
い
て
情
報
共
有
を
行

う
な
ど
、
関
係
局
が
密
接
に
連

携
を
図
る
中
で
、
市
民
の
避
難

の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る
。

　
　

瀬
戸
内
が
注
目
さ
れ
て
い

る
本
年
は
、
世
界
に
向
け
て
本

市
の
情
報
を
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
、
周
辺
自
治
体
と
よ
り

一
層
連
携
を
強
化
し
、
広
域
的

な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
観
光
消
費
額
の
向
上

に
は
宿
泊
客
数
の
増
加
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
や
創

出
と
と
も
に
、
外
国
人
観
光
客

の
受
け
入
れ
態
勢
の
向
上
に
努

め
、
経
済
効
果
へ
の
波
及
に
つ

な
げ
る
。

…………………………………………………………………………………………………

ま
ち
づ
く
り

瀬
戸
・
高
松
広
域
連
携
中
枢
都

市
圏
の
牽
引
役
を
果
た
す

　
　

中
枢
中
核
都
市
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
ど

の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
の
か
。�

【
自
民
党

議
員
会
】

　

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
人
口
減
少
の
克
服
に
取

り
組
む
考
え
は
。�

【
公
明
党
】

問

子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化

高
松
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
と
の
連
携
を
、
よ
り
一
層

緊
密
に
す
る

　
　

減
少
傾
向
に
あ
る
子
ど
も

会
は
、
子
供
た
ち
が
異
年
齢
集

団
の
中
で
の
体
験
活
動
を
通
し

て
生
き
方
を
学
ぶ
場
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
組

織
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

維
持
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

�
【
公
明
党
】

問

　
　

昨
今
の
空
き
家
を
取
り
巻

く
実
状
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
そ
の
対
策
に
取
り
組
む
考

え
は
。�

【
公
明
党
】

問

答

答空
き
家
対
策

戦
略
的
な
視
点
に
立
っ
て
現
計

画
の
中
間
見
直
し
を
行
う

答

防
災

市
民
の
避
難
の
あ
り
方

庁
内
で
の
情
報
共
有
を
行
い
、

関
係
局
が
連
携
を
図
る
中
で
、

避
難
の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る

　
　

災
害
時
の
市
民
の
避
難
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、

庁
内
連
携
に
努
め
る
考
え
は
。

�

【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
】

問答

観
光
・
文
化

世
界
に
向
け
て
本
市
の
情
報
を

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え

取
り
組
む

　
　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
紙
で
、
２
０
１
９

年
に
行
く
べ
き
場
所
７
位
に
瀬

戸
内
の
島
々
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
海
外
で
も
瀬
戸
内
海

が
注
目
さ
れ
る
中
、
観
光
客
一

人
当
た
り
の
消
費
額
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
は
。【
自
民
党

議
員
会
】

　

備
讃
瀬
戸
の
真
価
を
見
つ
め

直
し
て
、
世
界
に
向
け
て
発
信

し
、
観
光
振
興
や
地
域
経
済
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
は
。

�

【
同
志
会
】

問答

৽य़子ど΋ϑΣεςΟόϧの໛༷

�



…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

代表質問

　
　

こ
れ
ま
で
菊
池
寛
記
念
館

で
の
直
筆
原
稿
な
ど
の
展
示
の

ほ
か
、
顕
彰
会
と
協
働
し
た
文

学
展
の
開
催
な
ど
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
記
念
事
業
で
制
作

し
た
映
像
や
漫
画
、
さ
ら
に
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
、
菊
池

寛
の
偉
大
な
業
績
を
本
市
の
み

な
ら
ず
全
国
へ
発
信
し
、
郷
土

の
文
化
・
文
学
の
向
上
や
観
光

振
興
に
も
つ
な
げ
る
。

　
　

本
年
10
月
か
ら
予
定
す
る

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
応
じ
て
、

本
市
単
独
の
保
育
料
等
多
子
減

免
を
見
直
し
、
一
定
の
財
源
が

確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
や
県
内

他
市
町
と
の
格
差
解
消
の
た
め
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

　
　

平
成
31
年
度
か
ら
、
虐
待

の
通
告
を
受
理
し
た
際
な
ど
に
、

医
師
免
許
を
有
す
る
職
員
が
専

門
的
な
判
断
を
行
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
家
庭
支
援
員
を
増
員
配

置
し
て
、
増
大
す
る
児
童
相
談

所
か
ら
の
事
案
送
致
へ
の
適
切

な
対
応
を
検
討
す
る
な
ど
、
職

員
の
専
門
性
向
上
と
さ
ら
な
る

体
制
強
化
に
努
め
る
。

　

今
後
、個
々
の
事
案
の
検
討
・

協
議
を
行
う
高
松
市
児
童
対
策

協
議
会
の
実
務
者
会
議
に
お
い

て
、
子
供
の
命
を
最
優
先
に
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
及
び
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な

相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

　
　

歳
入
面
で
は
保
育
所
等
の

利
用
料
収
入
が
減
少
し
、
歳
出

面
で
は
私
立
幼
稚
園
等
の
利
用

料
を
公
費
負
担
す
る
た
め
、
財

政
的
な
負
担
が
生
じ
る
。

　

一
方
、
市
単
独
で
実
施
し
て

き
た
、
上
乗
せ
減
免
分
の
費
用

が
国
・
県
か
ら
措
置
さ
れ
る
な

ど
、
一
定
の
財
源
が
確
保
で
き

る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

平
成
31
年
度
は
無
償
化
に
伴

う
地
方
負
担
分
に
全
額
国
費
で

対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
財

政
負
担
は
、
一
定
程
度
、
軽
減

さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

出
産
後
に
起
き
る
心
の
病

気
で
あ
る
産
後
う
つ
が
自
殺
に

影
響
し
て
い
る
と
の
国
の
報
告

等
を
踏
ま
え
、
出
産
後
間
も
な

い
母
親
の
心
と
体
の
健
康
の
た

め
、
産
婦
健
康
診
査
の
費
用
助

成
等
の
支
援
事
業
を
開
始
す
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
総
合
的
な
対
策
に

取
り
組
み
、
誰
も
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

　
　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
窓
口

で
は
、
個
々
の
状
況
等
に
応
じ

て
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
、
早
期

対
応
に
努
め
る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト

依
存
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
正
し
い

知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、

「
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア
事
業
」
な
ど
、
啓
発

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
平
成
31
年
度

に
実
施
予
定
の
実
態
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
対
策

に
取
り
組
む
。

　
　

待
っ
た
な
し
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
、
児
童
虐
待
防
止
対

問

菊
池
寛
の
顕
彰

記
念
事
業
で
制
作
し
た
映
像
や

漫
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
、

全
国
へ
発
信
す
る

　
　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た

生
誕
130
周
年
・
没
後
70
周
年
記

念
事
業
や
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
菊

池
寛
顕
彰
事
業
の
展
開
は
。

�

【
同
志
会
】

問答

福
祉
・
教
育

中
学
生
の
通
院
医
療
費
助
成

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
る

　
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
１
９

の
施
策
の
一
つ
に
、
子
供
の
通

院
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

中
学
校
卒
業
ま
で
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
本
市

が
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
に
な
る
と
期
待
す
る
が
、

財
源
的
な
裏
づ
け
も
含
め
た
実

施
時
期
は
。�
【
自
民
党

議
員
会
】

問答児
童
虐
待
対
策

職
員
の
専
門
性
向
上
と
さ
ら
な

る
体
制
強
化
に
努
め
る

策
の
体
制
整
備
と
連
携
強
化
の

考
え
は
。�

【
自
民
党

議
員
会
】

　

子
育
て
す
る
な
ら
高
松
市
と

胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
、

児
童
虐
待
対
策
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
考
え
は
。【
同
志
会
】

答
　
　

消
費
税
１0
％
へ
の
引
き
上

げ
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
幼

児
教
育
無
償
化
の
財
政
面
で
の

影
響
は
。�

【
公
明
党
】

問

答自
殺
対
策

産
婦
の
心
と
体
の
健
康
を
守
る

支
援
事
業
の
開
始
な
ど
、
総
合

的
に
取
り
組
む

ネ
ッ
ト
依
存
対
策

依
存
症
の
当
事
者
へ
の
早
期
対

応
や
、
児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
依

存
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む

　
　

自
殺
者
数
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
自
殺
が
若
者
の
死

因
の
１
位
と
な
る
な
ど
、
多
く

の
と
う
と
い
命
が
み
ず
か
ら
絶

た
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
平
成

3１
年
度
に
新
た
に
取
り
組
む
対

策
は
。�

【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
��
】

問答

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
に
熱
中

し
過
ぎ
て
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
、
ネ
ッ
ト
依
存
へ
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。�【
自
民
党

議
員
会
】

問答

幼
児
教
育
無
償
化

平
成
31
年
度
の
本
市
財
政
負
担

は
、
一
定
程
度
、
軽
減
さ
れ
る

見
通
し

;る͞ととจֶ2018ɻ ٠஑׮の高松
（ࣸਅఏڙ　一ൠࣾஂ๏人　日本ペϯΫϥϒ）

�
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都
市
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

向
上
や
市
域
活
性
化
が
図
ら
れ
、

市
民
か
ら
も
、
全
体
と
し
て
一

定
の
ධ
Ձ
を
ಘ
ら
れ
て
い
る
と

ߟ
え
る
。

　

今
後
も
、
各
地
域
が
有
す
る

ಛ
性
等
の
相
乗
効
果
が
発
揮
で

き
る
戦
略
的
な
市
政
ӡ
Ӧ
に
努

め
、
市
域
全
体
が
一
体
ײ
を
持

っ
て
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、

ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
͙
。

他
高
松
空
ߓ
、
観
光
振
興
、
待

機
児
童

平
成
の
大
合
併
の
検
証

質
શ
ࠃ
で
も
数
少
な
い
成
ޭ

事
ྫ
と
な
っ
て
い
る
本
市
の
１

市
６
町
に
よ
る
合
併
の
総
ׅ
は
。

辻　正雄
（同志会）

答

　
　

入
所
に
際
し
て
は
、
で
き

る
ݶ
り
待
機
と
な
ら
な
い
よ
う
、

き
め
ࡉ
か
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
が
、
結
果
と
し
て
待
機
と
な

っ
た
場
合
、
今
後
の
生
活
設
計

に
影
響
を
及
΅
す
こ
と
か
ら
、

੣
に
Ҩ
״
に
ࢥ
う
。

他
ߥ
ഇ
஛
ྛ
、
೶
ಓ
管
理
、
私

ಓ
整
උ
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、

観
光
ࢿ
源
開
発
、
چ
߳
઒
診
ྍ

所
・
چ
市
民
病
院
の
੻
地
利
用

保
育
所
待
機
児
童

質
せ
っ
ͺ
٧
ま
っ
た
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ر
๬
す
る
อ

育
所
等
に
入
所
で
き
な
い
児
童

を
持
つ
อ
ޢ
者
の
心
৘
に
対
す

る
ड
け
と
め
は
。

小比賀勝博
（自民党議員会）

答

　
　

庁
内
プ
ϩ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

Ϝ
等
を
活
用
し
て
、
ਃ
੥
ॻ
自

動
作
成
機
な
ど
行
政
の
効
཰
化

や
来
庁
者
の
利
ศ
性
向
上
を
研

ڀ
す
る
中
で
、
国
や
他
都
市
の

動
向
も
注
視
し
、
そ
の
方
策
を

検
討
す
る
。

他
防
災
・
減
災
、
こ
と
で
ん
新

Ӻ
、
ό
ス
利
ศ
性
向
上
、
ಓ
࿏

修
સ
、
教
育

も
に
ർ
ฐ
し
た
Ҩ
଒
に
د
り
ఴ

っ
た
行
政
α
ー
Ϗ
ス
を
目
ࢦ
し
、

૴
ّ
後
の
ख
ଓ
を
一
ׅ
で
行
え

る
、
お
く
や
み
コ
ー
φ
ー
を
ઃ

ஔ
す
る
考
え
は
。

答発
達
障
が
い
児
等
へ
の
支
援

質
発
達
障
が
い
児
等
、
特
ผ

な
支
ԉ
を
要
す
る
児
童
が
ࡏ
੶

す
る
公
ཱ
の
์
課
後
児
童
ク
ϥ

ϒ
を
ઐ
໳
家
が
๚
໰
し
、
職
員

に
、
ݸ
々
の
児
童
に
Ԡ
͡
た
支

ԉ
方
๏
を
ࢦ
ಋ
す
る
८
ճ
支
ԉ

中西俊介
（市民フォーラム21）

　
　

ಛ
ผ
な
支
援
を
要
す
る
児

童
へ
の
適
切
な
支
援
は
、公
設
・

民
設
を
問
わ
ず
重
要
で
あ
る
た

め
、
今
後
、
民
間
ク
ラ
ブ
で
の

事
業
実
施
を
検
討
す
る
。

他
消
防
・
ٹ
ٸ
の
人
員
配
置
、

ॅ
୐
政
策
、
有
ઢ
์
送
ి
ப
問

題
、
基
ۚ
、
̞
̘
̩
活
用

答子
供
医
療
費
助
成

質
子
供
を
࢈
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
に
࠷
も
༗
ޮ
な
施
策
と

な
る
、
通
院
に
係
る
医
療
費
無

ྉ
化
を
、
中
学
校
卒
業
ま
で
ૣ

ٸ
に
引
き
上
げ
る
考
え
は
。

岡田まなみ
（日本共産党）

　
　

国
の
財
政
措
置
と
市
単
独

の
保
育
料
等
多
子
減
免
の
見
直

し
に
よ
り
確
保
で
き
る
財
源
を

活
用
し
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

他
政
治
࢟
勢
、
財
政
、
命
と
健

康
を
क
る
市
政
、
公
共
施
設
の

存
続
、
ೆ
部
３
町
঎
ళ
街
活
性

化
、
子
供
に
か
か
わ
る
対
策

　
　

当
事
者
Ҏ
外
に
理
解
さ
れ

に
く
い
た
め
、
঱
状
や
発
঱
原

Ҽ
に
個
人
差
が
あ
る
こ
と
や
、

配
慮
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、

広
報
ഔ
体
を
活
用
し
、
市
民
に

理
解
を
ݺ
び
か
け
る
。

他
多
文
化
共
生
社
会
、
ো
が
い

者
福
祉
、
自
Ӵ
ୂ
໊
฽
、
環
境

問
題

答「
香
害
」
の
啓
発

質
ॊ
ೈ
ࡎ
な
ど
に
含
ま
れ
る

߳
ྉ
に
よ
り
、
಄
௧
や
޴
の
௧

み
等
の
݈
߁
ඃ
害
を
引
き
ى
こ

す
ủ
߳
害
Ứ
に
つ
い
て
の
ܒ
発

を
行
う
考
え
は
。

太田安由美
（市民派改革ネット）

答

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

質
਌
଒
を
๢
く
し
、
心
身
と

中村秀三
（公明党）

๚
໰
を
、
民
間
ク
ϥ
ϒ
で
も
行

う
考
え
は
。

質

疑

市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、

15
人
の
議
員
が
質
疑
し
ま
し
た
。
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他͸ɺͦͷଞͷ࣭໰߲໨Λࡌܝ

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

　
　

ྑ
࣭
な
医
ྍ
の
提
供
の
担

い
ख
で
あ
る
医
師
の
健
康
と
意

ཉ
を
確
保
す
る
た
め
、
࿑
働
時

間
の
୹
ॖ
等
の
働
き
方
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
が
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
１
カ
月
当
た
り
の
宿

直
ճ
数
の
上
ݶ
を
設
け
る
な
ど
、

心
身
の
負
担
軽
減
を
図
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

他
̟
̧
୺
Ԭ
Ӻ
周
辺
整
උ

ݶ
を
ϧ
ー
ϧ
化
し
よ
う
と
、
ࠃ

が
医
ࢣ
の
働
き
方
改
革
の
議
࿦

を
し
て
い
る
が
、
み
Μ
な
の
ප

院
で
の
取
り
組
み
は
。

答立
地
適
正
化
計
画

質
ཱ
地
ద
正
化
ܭ
ը
に
ج
づ

く
取
り
組
み
は
、
市
民
生
活
に

༩
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、

そ
の
ਪ
進
に
当
た
り
、
市
民
と

の
合
意
ܗ
成
を
ਤ
る
こ
と
を
࠷

重
要
課
題
と
す
る
考
え
は
。

三笠輝彦
（同志会）

　
　

現
在
、
幼
保
連
携
ܕ
こ
ど

も
園
と
し
て
̒
園
を
ӡ
Ӧ
し
て

い
る
ほ
か
、
ྛ
・
԰
島
・
઒
島

地
区
で
整
උ
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
市
の
財
政
状
況
等

を
צ
案
し
な
が
ら
、
適
正
な
ن

໛
に
よ
る
࣭
の
高
い
教
育
・
保

育
を
提
供
で
き
る
よ
う
整
උ
に

取
り
組
む
。

他
খ
中
一
؏
・
連
携
、
教
員
の

働
き
方
改
革
、
ߞ
作
์
غ
地

幼
保
一
体
化
の
取
り
組
み

質
市
ཱ
幼
ஓ
Ԃ
の
Ԃ
児
数
減

少
を
踏
ま
え
、
ద
正
ن
໛
で
の

教
育
・
อ
育
の
実
施
の
た
め
の

幼
อ
一
体
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

森谷忠造
（自民党議員会）

答答病
院
医
師
の
働
き
方
改
革

質
勤
務
医
の
࢒
業
時
間
の
上

西岡章夫
（自民党議員会）

　
　

同
計
画
に
基
づ
く
施
策
・

事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
十
分

な
理
解
と
協
力
を
ಘ
な
が
ら
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
Կ
よ
り
重

要
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
ॅ
民

の
目
ઢ
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
合
意

ܗ
成
を
図
り
な
が
ら
、
着
実
に

取
り
組
む
。

他
Ҡ
ॅ
・
定
ॅ
の
促
進

　
　

本
年
２
月
上
०
か
ら
、
受

配
校
の
̥
̩
̖
ධ
議
員
会
等
で
、

答学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

質
高
松
市
新
ઃ
ୈ
ೋ
学
校
څ

৯
セ
ン
タ
ー
ớ
Ծ
শ
Ờ
の
運
༻

開
࢝
ま
で
１
年
༨
と
な
る
中
、

今
後
、
関
係
す
る
อ
ޢ
者
に
、

ௐ
ཧ
業
務
の
運
Ӧ
等
を
ど
の
よ

う
に
આ
明
し
て
い
く
の
か
。

造田正彦
（市民フォーラム21）

答

同
セ
ン
タ
ー
の
֓
要
や
配
送
方

๏
等
を
આ
໌
し
、
理
解
を
ಘ
て

い
る
。

　

今
後
、
ӡ
Ӧ
方
ࣜ
が
決
定
࣍

ୈ
、
保
護
者
全
体
に
ஸ
ೡ
に
આ

໌
す
る
。

他
幼
児
教
育
無
償
化
、
์
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
、
༬
か
り
保
育

　
　

県
ܯ
の
人
員
配
置
の
関
係

上
、
新
Ӻ
の
供
用
開
始
時
の
交

൪
設
置
は
ࠔ
難
ͩ
が
、
市
と
し

て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
供
用
後
の

治
安
状
況
を
注
視
し
、
必
要
に

応
じ
協
議
す
る
。

他
産
学
׭
連
携
、
行
政
ख
続
の

؆
略
化

こ
と
で
ん
新
駅
へ
の
交
番
設
置

質
ۏ
ి
ࡾ
৚

ʵ

ଠ
ా
Ӻ
間
の

新
Ӻ
の
整
備
が
ண
実
に
進
め
ら

れ
る
中
、
治
҆
維
持
の
た
め
に

地
ݩ
か
ら
強
い
要
๬
が
ग़
さ
れ

て
い
る
、
ަ
൪
ઃ
ஔ
の
見
通
し

は
。

十川信孝
（自民党議員会）

答

　
　

԰
島
活
性
化
を
図
る
上
で
、

ࢁ
上
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
自

体
も
観
光
ࢿ
源
と
捉
え
、
さ
ら

に
ຏ
き
を
か
け
て
ັ
力
を
発
信

す
る
た
め
、
ܠ
観
整
උ
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
整
උ
を
進
め
て
い
る

ࢁ
上
拠
点
施
設
を
は
じ
め
、
๺

ྮ
や
ࢁ
࿢
の
施
設
と
の
相
乗
効

果
を
発
揮
さ
せ
て
、
԰
島
の
総

合
的
な
ັ
力
向
上
に
つ
な
げ
る
。

他
教
育
、
防
災
、
環
境
、
ま
ち

づ
く
り

屋
島
の
魅
力
向
上

質
԰
島
ス
カ
イ
΢
ェ
イ
や
چ

ว
࿏
ಓ
等
を
ར
活
༻
し
、
԰
島

の
ັ
力
向
上
を
ਤ
る
考
え
は
。

坂下且人
（自民党議員会）

答生
き
て
い
く
た
め
の
教
育

質
今
の
教
育
は
、
人
生
100
年

川崎政信
（同志会）
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…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
公

ԋ
の
機
会
が
持
て
る
よ
う
、
各

方
面
に
働
き
か
け
る
。

他
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
、
೶
業
、

地
域
共
生
社
会
、
教
育

　
　

ߪ
ങ
意
ཉ
の
あ
る
消
費
者

が
঎
඼
݊
を
ߪ
入
す
る
た
め
、

原
ଇ
࢖
用
さ
れ
、
地
元
消
費
֦

大
や
地
域
活
性
化
に
ࢿ
す
る
と

ߟ
え
る
。

　

今
後
、
利
用
可
能
ళ
ฮ
を
෯

広
く
公
ื
し
、
利
用
促
進
を
図

る
な
ど
、
事
業
の
効
果
が
最
大

ݶ
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

質
１0
݄
の
消
費
૿
税
に
あ
わ

せ
て
実
施
さ
れ
る
、
住
民
税
ඇ

課
税
世
ଳ
や
２
ࡀ
以
Լ
の
子
供

が
い
る
世
ଳ
を
対
象
と
し
て
、

２
万
ԁ
で
２
万
̑
ઍ
ԁ
෼
の
ϓ

Ϩ
ミ
ア
ム
෇
঎
඼
݊
を
ߪ
入
で

き
る
事
業
は
、
本
当
に
対
象
世

ଳ
の
消
費
に
༩
え
る
影
響
を
؇

࿨
し
、
地
域
消
費
の
ש
ى
・
Լ

支
え
に
な
る
の
か
。

植田真紀
（市民派改革ネット）

答答

　
　

時
代
の
変
化
に
流
さ
れ
な

い
生
き
る
力
の
育
成
と
と
も
に
、

創
造
性
や
ײ
性
を
働
か
せ
る
こ

と
や
、
チ
ー
Ϝ
と
し
て
の
協
力
、

協
働
の
よ
さ
を
ײ
じ
ら
れ
る
、

こ
れ
ま
で
も
大
切
に
し
て
き
た

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り

組
む
。

他
新
し
い
時
代
に
お
け
る
市
勢

発
展
、
児
童
虐
待
防
止
、
自
స

ं
事
ނ
対
策
、
໦
ଠ
َ
無
ઢ

　
　

創
造
都
市
の
実
現
を
目
指

し
、
本
市
の
ັ
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
上
で
、
記
念
ൾ
的
な

作
඼
と
し
て
後
世
に
ܧ
ঝ
さ
れ

時
୅
を
見
ਾ
え
、
生
き
て
い
く

た
め
に
本
当
に
大
事
な
こ
と
を

教
え
て
い
る
か
。

答答オ
ペ
ラ
「
扇
の
的
」
の
公
演

質
԰
島
の
源
平
合
ઓ
を
題
ࡐ

に
し
た
、
Φ
ϖ
ϥ
ủ
ઔ
の
的
Ứ

の
海
外
ॳ
公
ԋ
の
成
ޭ
を
機
に
、

ࠃ
ࡍ
的
な
จ
化
ܳ
ज़
都
市
を

̥
̧
す
る
た
め
、
本
市
で
の
公

ԋ
に
向
け
取
り
組
む
考
え
は
。

森川輝男
（自民党議員会）

答答

　今定例会では審議の結果、議案等のうち95件について、採決に当たり次のとおり賛否が分かれました。賛否について
は、賛成の場合は○を、反対の場合は×を表示しております。

件　　　名 議　決
結果等

会派別賛否
自民党
議員会 同志会 公明党 市　民

フォーラム21
日　本
共産党

市民派
改革ネット 無所属

市長提出
議　　案

平成31年度高松市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
平成31年度高松市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
平成31年度高松市介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
平成31年度高松市食肉センター事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
平成31年度高松市競輪事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
平成31年度高松市卸売市場事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
平成31年度高松市中小企業勤労者福祉共済事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
平成31年度高松市病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
平成31年度高松市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
消費税率の改正を反映した使用料等の変更を行うための条例改正（高松市男女共同
参画センター条例の一部改正ほか60件） 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○

高松市総合福祉会館条例の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
高松市国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
高松市幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例の制
定について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

高松市手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
高松市食品衛生法施行条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
高松市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の
一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○

高松市地区計画の区域内における建築物の制限等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の変更について（計７件） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
包括外部監査契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
公有水面埋立地の用途変更に関する意見について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
平成30年度高松市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
平成30年度高松市競輪事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
（平成30年提案）工事請負契約について（史跡高松城跡桜御門復元整備工事） 否決 × × ○ × × × ×

議員提出
議　　案

放課後児童健全育成事業の質の確保を求める意見書 否決 × × ○ ○ ○ ○ ×
国民健康保険料（税）引き下げのため国庫負担の増額を求める意見書 否決 × × × ○ ○ ○ ×
義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 否決 × × ○ ○ ○ ○ ×

陳　　情

海外視察の見直しについてパブリックコメント等で市民の意見を反映させることを
求める陳情 不採択 × × × × ○ ○ ×

「広報たかまつ」の未配布世帯の解消についての陳情 不採択 × × × × ○ ○ ×
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情 不採択 × × × ○ ○ ○ ×

※全議案等の審議結果については、市議会ホームページをご覧ください。

賛否が分かれた議案等審議結果一覧
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Ｂ情報 ＸＯ

高松市議会BCPを策定しました。

　本市において大規模災害等緊急の事態が
発生した際に、市民の安全確保、被害の拡
大防止、災害復旧及び議会機能の早期回復
を図るため、議会・議員・事務局が対応す
る業務を時系列でまとめた、高松市議会業
務継続計画（BCP）を策定しました。

手話通訳により会議の傍聴ができます。

対象会議　公開の本会議または委員会
対 象 者　聴覚障害者等で会議の傍聴を希望される方
費　　用　無料
申請方法　�申込届出書に記入し、原則として、傍聴希

望会議日の５日前（土・日・祝日除く。）ま
でに市議会事務局へ提出してください。申
込届出書は、市議会事務局窓口か、市議会
ホームページからダウンロードできます。

●調査会
　重要な施策などについて、常任委員会ごとに説明を
受ける会で、次のとおり開かれました。

総　務
２月19日

第３期高松市中心市街地活性化基本計
画（案）について

３月19日 平成31年度地方税制改正について

教育民生

２月21日
国の幼児教育無償化の実施に伴う市単
独多子減免事業の見直しについて

３月14日

介護予防・日常生活支援総合事業（新しい
総合事業）の見直しについて

低所得者の介護保険料軽減強化につい
て

経済環境 ３月15日
第２期高松市文化芸術振興計画（案）に
ついて

委員会の活動など
●議会運営委員会
　１月22日、２月４・27日、３月13・25日に、議会運
営の改善等について協議しました。
�

次のとおり任命・選任・推薦に同意しました。
●教育委員会教育長（任命）
　藤　本　泰　雄　氏
●固定資産評価審査委員会委員（選任）
　三　野　　　靖　氏
●人権擁護委員候補者（推薦）
　滝　本　路　子　氏　　薮　内　由　佳　氏
　石　川　惠美子　氏　　平　井　英　三　氏

人　事　案　件
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